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学校教育目標 「気づき、考え、実行する子どもの育成」 
「進んで学ぶ」 「自分も友達も大切にする」 「元気いっぱい何事にもチャレンジ」 

 
 
 

 

 

 

 

  6 月 11 日(日)のフリー参観日は、保護者様、佐賀市教育委員会様、地域の皆様

等たくさんの方々に来校いただき、児童の学習の様子を見ていただきました。学年に

よっては、保護者と協働して作品を作る時間を設定したところもありました。日頃から

一生懸命学習に取り組んでいる児童たちですが、この日はいつも以上に気合いが

入っていたように思います。表情もキラキラしており、頑張っている姿を見てもらって

とても嬉しそうでした。自分を見てくれる保護者さんがいるだけで、こんなにも力が

湧いてくるのですね。一方で緊張もあったのでしょう、3 時間目ぐらいには疲れが見

え始めていたような気がします。掲示板や壁面には、これまでに児童が授業の中で

作った作品や作文等を掲示していました。そこにも、しっかり目を向けて見ていただ

き本当にありがとうございました。 

忙しい中に時間を作って学校に足を運んでいただき感謝申し上げます。今後も

授業参観は実施していきます。ただ、感染症の状況や安全面に配慮し、フリー参観日

は参観方法を検討することがありますが、少しでも児童の成長を知っていただける

機会にしたいと思っています。家庭では、お子様の様子を話題にしていただき家族

の会話が盛り上がればと思っております。その際、頑張りを褒めていただけると次へ

の力となると思います。 

  4 時間目は、「SNS の正しい使い方」について、PTA と共催で講師を招いた講

演会を開催しました。昨今、SNS が正しく使われなかったために、子どもたちがトラ

ブルに巻き込まれたり、金銭面で多額の課金をしてしまったり、犯罪を起こしてしま

ったりということが起こっています。対岸の火事ではありません。児童だけでなく、保

護者様にも知っていただき、お子様にブレーキをかけていただきたい内容でありま

した。参加者がとても少なかったのが残念でした。資料等については、全家庭に配

布しておりますので、目を通されたかと思いますが、再度、お子さんとご家庭で話を

していただければと思っております。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

  

  

   

  

  

はくあい 

アンケート    ～ご協力ありがとうございました～ 
【感想から】 

・  休み時間と授業の切り替えがきちんとできていて感心しました。 
・  みんな積極的に授業を受けていて、にこやかな中にもまじめに取り組む姿が見られた。 
・  コロナ禍以前に戻りつつある印象を受けた。 

・  ふれあい道徳は工夫されていてとてもよかった。 
・  児童は先生方の話を集中してよく聞いていた。 
・  子どもと一緒に図工の授業ができて大変よかった。  

・  シルバーさんのご協力で校庭が美しくされています。  
・  掃除がよくなされていた。 
・  掲示物も工夫されていた。 

・  暑すぎて子どもたちも大変だと感じます。  
・  今回は廊下からの参観で味気なかった。 
【つぎの質問で、そう思う、だいたいそう思うと答えた方の割合】 

〇子どもたちは、元気に挨拶をしていた …88％ 
〇子どもたちは正しい言葉遣いをしていた …100％ 
〇子どもたちは先生の話を聞いていた …100％ 

〇授業は分かりやすいように工夫してあった …100％ 
〇教室や廊下の掲示物は教育活動を進めるのに効果的…96％ 
〇校内は清掃が行き届いていた …97％ 

〇ふれあい道徳はよかった …100％(見た人のみ) 
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   5 年生は、とてもエネルギッシュで、いろんな活動に意欲的に取り組むことができま

す。花壇の草むしり当番の仕事も忘れずにみんなで行います。次期リーダーとして着実

に成長しています。5 年生の授業は対話を取り入れた協働的な学びの実践に取り組ん

でいます。その一助になっているのがスピーチタイムです。先日は、全職員と 6年生で 5

年生のスピーチタイムを参観し、発表力や対話力について確認したところです。発表し

た Kさんは、事前に新聞記事を選び、それに対する自分の考えや思いを原稿を見ずに話

すことができていました。分かりやすくするために、資料の提示もありました。聞き手側の

児童は、自分が印象に残ったところから、新たな質問を発表者に投げかけます。手を挙げ

ずにさっとその場に立ち発言します。複数が同時に立った時は順番を譲りながら発言して

いてとても素晴らしかったです。質問の内容もとても興味深く、回を重ねるごとに、めざす

児童像の「進んで学ぶ…話をよく聞き、自分の考えをもつ、自

分の考えを話す」ができてきています。とても嬉しいことです。 

  チームワークもばっちりで委員会活動や係活動、当番活動も

頑張っており、頼もしくもあります。タブレットの扱いも上手でプ

レゼンテーションの作成もできます。これからも様々な場面で力

を発揮してくれることを期待しています。 

  

 

  佐賀市から交通安全教育指導員さん(2 名)と交通指導員さん(3 名)に講師としてご来

校いただき、１～2 年生と３～6 年生に分けて交通教室を実施しました。今年は、理論面を

中心に行いました。１～２年生は「安全な歩き方」について、具体的に登下校中や遊ぶ時に

道を歩いたり横断したりするときに注意することを話していただきました。キーワードとして

は「とまと（と・・・とまれ、ま・・・まつ、と・・・とびださない）」がありました。3～6 年生は「歩

行者と自転車の交通ルール」について話していただきました。道を歩いているときに注意す

ることに加え、自転車の走行方向や乗る前の点検、注意することなど丁寧に話していただき

ました。自転車点検のキーワードとして「ぶたはしゃべる・・・（ぶ・・・ブレーキ、た・・・タイヤ、

は…ハンドル、しゃ…反射材、ベル…ベル）」がありました。 

5 月には、東与賀で下校中に小学生が巻き込まれる事故が発生しました。身近で起こっ

た事故に、大きな衝撃を受けました。こんな事故は起こってほしくありません。だからこそ交通教室を毎年実施し、児童が

交通安全への意識を高めるとともに新しい知識を取り入れ、日々の生活で実践して安全に過ごしてほしいと思います。 

 

 

 いじめアンケートについては紙面で、体罰アンケートについてはネット機能を使って実施したところです。忙しい中にご

回答いただき、ご意見等も頂戴し感謝申し上げます。いじめの状況に関しては、毎月 1 回実施している「こころのアンケ

ート」を通して把握し、早期発見に努めているところです。見逃しがないようにすることで児童の心や体の安心安全につ

なげたいと考えています。子どもさんと話をする中で気になることがありましたら、いつでもご相談ください。学校と家庭

が協力することが、子ども一人一人の悩みに早めに寄り添える体制を作ることができると考えております。また、私たち教

職員は、児童一人一人を大切に思い、日々の授業や指導に臨んでいます。その際、行き過ぎた指導等がないよう心掛け

ております。何かお気付きの点がございましたら、すぐにご連絡ください。 

 

 

 先日、登下校時の熱中症予防のため帽子の着用をお願いしたところ、赤白帽子または家庭で日常使っている帽

子を着用して登校している児童がほとんどになりました。(100%をめざしています)。ご協力に感謝いたしま

す。最近は、登下校だけでなく昼間の気温もかなり高くなっています。帽子の着用と水分補給をしながら遊んで

いるところです。 


